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家族的背景といった社会的変数のみならず、解放後の人生の展開様相によってもそれ
ぞれ異なる方式で認識され、記憶されていた。女性たちは、既存研究にみられる視点
のように強圧的戦時体制に従順、あるいは同調した無気力な犠牲者であったり、ある
いは民族的理念のために個人としての生き方を犠牲にしたわけでもない。ほとんどの
女性たちは自らが置かれた生活条件のなかで多様な交渉過程を経て、おのおの異なる
選択と適応戦略を展開した。こうした過程のなかで、植民体制のみならず、伝統的儒
教慣習とイデオロギーも女性たちの行動と思考を統制する勢力として作用したが、一
方で女性たちは伝統的生活の変化を試みて主体的に近代的生活様式を受容した。女性
たちを対象にした口述史研究は、女性を歴史の主体とする観点から女性の生活と意識
を見直す試みをつうじて、これまで韓国近現代史のなかで埋められていた女性たちの
さまざまな人生と経験の側面が読み取れる点で意味ある試みである。この点は日々進
んでいく生存者の高齢化という現実的見地からも、研究者たちによる関心がより一層
もたれることが望まれる問題であることを指摘したい。 
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